
船舶事故調査報告書 

令和８年７月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和７年６月１日 １２時０１分頃 

発生場所 福岡県宗像
むなかた

市大島西方沖 

 筑前大島灯台から真方位２２５°９３０ｍ付近 

 （概位 北緯３３°５４.２′ 東経１３０°２４.１′） 

事故の概要  揚錨船おやしおは、航行中、岩礁に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和７年６月３日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

揚錨船 おやしお、２９２トン 

 １３２２９６、深田サルベージ建設株式会社（Ａ社） 

 乗組員等に関する情報 船長、三級（航海） 

航海士Ａ、六級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 船首部船底外板に破口等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北東、風速 約３m/s、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 上げ潮の末期 

 事故の経過  本船は、船長及び航海士Ａほか５人が乗り組み、Ａ社社員２人を乗

せ、作業用のアンカー打設作業の目的で、大島南方沖において台船か

ら作業用資材を補充し、大島北西方沖の作業場所（以下「本件作業場

所」という。）に向けて航行を開始した。 

 船長は、単独で船橋当直に当たり、レーダー及びＧＰＳプロッター

を作動させ、約６ノットの対地速力で本船を航行させていた。 

 船長は、大島西方沖約５２０ｍに岩礁（以下「本件岩礁」とい

う。）があることを知っていたので、事前にＧＰＳプロッターの画面

に避険線を赤色で入力して表示させていた。 

 船長は、本船が大島南西方沖を自動操舵で北西進中、交替で昼食を

とるために昇橋した航海士Ａに対して、ＧＰＳプロッターに表示して

いる赤色の線の大島側には岩礁があるので近寄らず、自身が戻るまで

本船の針路を３２５°（真方位、以下同じ。）に維持するように指示

して、船橋当直を引き継いだ。 

 航海士Ａは、本件作業場所まで約２０分間の航程であり、天候は良

好で周囲に他船を見掛けなかったので、本件作業場所まで安全に航行

できると思い、船長の指示内容をよく聞いていなかった。 

（図１ 参照） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生場所概略図 

（Ａ社提供） 
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（令和７年６月１日 

１２時０１分頃発生） 



 航海士Ａは、船長が昼食の目的で降橋した後、沿岸を航行して航程

を短縮しようと思い、ＧＰＳプロッターを確認することなく、自動操

舵から手動操舵に切り替えて右舵を取り、本船を目視のみによって本

件作業場所に向けて直進させていたところ、本船は本件岩礁に乗り揚

げた。 

 船長は、昇橋し、機関の操縦レバーを中立としたところ、船首部船

底から浸水しているとの報告を受けたので、乗組員に排水作業を指示

し、Ａ社社員に関係機関へ連絡するよう指示した。 

 Ａ社社員は、海上保安庁へ本事故の発生を通報するとともに、Ａ社

へ報告した。 

 本船は、Ａ社が手配したタグボートによって引き出され、錨泊して

仮修理が行われ、翌日、自力で航行して関門港田野浦区に戻った。 

 船長は、昼食を終えた後、再度昇橋して操船に当たる予定であっ

た。 

 航海士Ａは、事故発生場所付近を操船するのが初めてであり、本件

岩礁があることを知らなかった。 

 本船の喫水は、船首約１.７ｍ、船尾約３.３ｍであった。 

分析 (1) 航海士Ａは、船橋当直交代時に船長から本件岩礁の存在及び針

路３２５°の維持について引継ぎを受けたものの、食事交替のた

めの一時的な当直であり、付近に通航船を見掛けず衝突に注意す

る必要がなかったことから、船長の引継ぎを漫然と聞いていたも

のと考えられる。 

(2) 航海士Ａは、事故発生場所付近での操船が初めてであったもの

の、針路を変える際に予定航路上の障害物の状況をあらかじめＧ

ＰＳプロッターで確認する習慣がなかったことから、ＧＰＳプ

ロッターを使用せずに目視のみで周囲の状況を確認したものと考

えられる。 

(3) (1)及び(2)から、航海士Ａは、本件岩礁の存在に気付かないま

ま本船を航行させたことから、本船は本件岩礁に乗り揚げたもの

と考えられる。 

原因  本事故は、本船が本件作業場所に向けて航行中、航海士Ａが、予定

航路上の障害物の状況をＧＰＳプロッターで確認しなかったため、本

件岩礁の存在に気付かず、本船が本件岩礁に乗り揚げたものと考えら

れる。 

 航海士Ａは、船橋当直交代時に船長から本件岩礁の存在及び針路の

維持について引継ぎを受けたものの、漫然と聞いていたものと考えら

れる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船橋当直者は、操船に当たって、予定航路上の障害物の有無等に



 

ついて、あらかじめ海図やＧＰＳプロッター等の航海計器を使用

して確認すること。 

 ・船橋当直者は、一時的な当直交代であっても、前直の船橋当直者

からの引継内容を聞き逃すことなく、自らも予定航路上の安全

（障害物、通航船舶等）を確認すること。 


